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 環境省は平成16年 12月 16日、２００３年度の河川・湖沼の水質調査結果を発表しました。全体の環境

基準達成率は８３．８％（対前年度比２．１ポイント増加）で、５年連続で過去最高を記録しました。 

 全国３３０１箇所の水域を対象に、河川は生物化学的酸素要求量（BOD）、湖沼と海域は化学的酸素要

求量（COD）を測定しました。河川では最も水質の良かった斜里川上流を含め北海道の河川が水質の

良い河川の上位を占め、春木川（千葉県）と近畿地方３つの河川が最下位になりました。湖沼では猪苗

代湖（福島県）の水質が最も良かった一方で、佐鳴湖（静岡県）が３年連続最下位でした。 

 また、BOD・COD について、２００１～２００３年度と１９９１～１９９３年度との平均値を比較した結果、河川は

揖保川下流（兵庫県）、湖沼は手賀沼（千葉県）が最も改善されていました。 

 環境省水環境部企画課では「下水道や合併浄化槽の整備が進んだほか、２００３年度は降雨量が多

かった為、水質が改善された」と見ているようです。 

 また、環境省から２００３年度の地下水の水質調査結果も発表されました。調査を実施した井戸５１２９

本のうち４２１本（８．２％）が環境基準を超過しました。超過した井戸の割合は前年度の６．７％より１．５ポ

イント増加しました。都道府県別では群馬県が２３．８％、茨城県が１９．１％、埼玉県が１５．７％などで環境

基準を超過する井戸が目立ちました。 
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